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古
い
伝
承
を
伝
え
る
仏
教
聖
典
の
話
で
あ
る
。
出
家
し

て
間
も
な
い
サ
ン
グ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ト
と
い
う
男
が
い
た
。
捨

て
ら
れ
た
妻
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
抱
え
て
彼

の
元
に
や
っ
て
来
る
。「
こ
れ
は
あ
な
た
の
子
よ
。
養
っ
て

下
さ
い
。」
す
る
と
、
サ
ン
グ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ト
は
愛
情
の
枷

に
縛
ら
れ
、
還
俗
し
て
妻
子
の
元
に
帰
る
が
、
し
ば
ら
く

す
る
と
ま
た
出
家
す
る
。
こ
れ
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
た

後
、
今
度
は
、
妻
が
彼
の
目
の
前
に
子
供
を
放
置
し
て
帰
っ

て
し
ま
う
。
し
か
し
彼
の
心
は
も
は
や
動
か
な
い
。
妻
は
つ

い
に
諦
め
、
子
供
を
連
れ
て
彼
の
元
か
ら
立
ち
去
っ
て
ゆ

く
。
あ
く
ま
で
古
代
イ
ン
ド
の
創
作
話
で
あ
る
。

　

サ
ン
グ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ト
と
い
う
名
前
に
は
意
味
が
あ
る
。

古
代
イ
ン
ド
語
で
「
サ
ン
グ
ラ
ー
マ
」
が
戦
場
、「
ジ
ッ
ト
」

が
勝
利
者
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
研
究
者
は
こ
の

名
前
を
「
戦
場
の
勝
利
者
」
と
解
し
て
い
る
が
、
間
違
い

で
あ
る
。
サ
ン
グ
ラ
ー
マ
に
は
「
絆
」
の
意
味
も
あ
る
。
こ

の
物
語
か
ら
す
る
と
「
家
族
の
絆
に
打
ち
勝
っ
た
人
」
の

意
味
で
あ
ろ
う
。
出
家
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。
仏

典
に
登
場
す
る
人
物
名
は
、
そ
の
人
の
人
生
を
分
か
っ
た

上
で
、
そ
の
人
生
を
象
徴
す
る
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場

合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
つ
ま
り
、
本
当
の
名
前
で
は
な
く
、

後
代
の
後
付
け
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
と
な
る
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
を

育
て
た
養
母
の
マ
ハ
ー
プ
ラ
ジ
ャ
ー
パ
テ
ィ
ー
は
「
偉
大
な

人
物（
ブ
ッ
ダ
）の
保
護
者
」の
意
で
あ
る
し
、妻
の
ヤ
シ
ョ
ー

ダ
ラ
ー
は
「（
夫
に
捨
て
ら
れ
た
後
も
夫
の
）
名
誉
を
守
っ

た
女
」
の
意
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
も
「（
人

生
の
）
目
的
を
（
生
ま
れ
な
が
ら
に
）
成
就
し
た
人
」
で

あ
る
。
そ
ん
な
で
き
す
ぎ
た
名
前
を
親
が
つ
け
る
は
ず
が

な
い
。

　

サ
ン
グ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ト
の
物
語
に
は
い
く
つ
か
の
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
、
近
年
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
バ
ー
ミ
ヤ
ン
渓
谷
で
発
見
さ
れ
た
六
世
紀

の
樺
皮
写
本
に
書
か
れ
て
い
た
物
語
で
あ
る
。
こ
の
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
で
は
、
サ
ン
グ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ト
の
話
を
耳
に
し
た
ブ
ッ

ダ
は
、
彼
を
讃
え
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
贈
っ
て
い
る
。

鉄
製
や
木
製
や
籐
製
の
枷
が
堅
固
で
あ
る
と
聖
者
た
ち

は
言
わ
な
い
。
心
が
汚
染
さ
れ
、
知
性
の
劣
っ
た
者
が

子
供
や
妻
を
求
め
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
、
す
べ
て
に

堅
牢
で
、
解
き
難
い
、
堅
固
な
枷
で
あ
る
と
聖
者
た
ち

は
言
う
。
彼
ら
は
そ
れ
さ
え
も
断
ち
切
っ
て
顧
み
ず
、

愛
す
る
者
た
ち
と
の
安
楽
を
捨
て
て
遍
歴
す
る
。

　

僧
侶
に
な
る
こ
と
は
、
現
在
の
日
本
で
は
職
業
の
選
択

に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
、
す

べ
て
を
捨
て
て
出
家
す
る
、
つ
ま
り
僧
侶
に
な
る
こ
と
は
、

職
業
で
は
な
く
、
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
、
生

き
方
の
選
択
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
本
当
の
仏
教
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
す
で
に
失
わ
れ
、
伝
承
さ
れ
た
書

物
や
出
土
し
た
写
本
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
。
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が
湧
く
よ
う
に
、
佛
教
大
学
の
図
書
館
で
画
像
掲
載
の
許
可

を
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
取
っ
て
い
た
だ
い
た
。
京
都
府
会

議
員
の
品
川
萬
右
衛
門
ら
が
京
都
府
知
事
の
大
森
鐘
一
に
提

出
し
た
視
察
報
告
書
だ
っ
た
。
視
察
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）

年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
起
点

に
「
北
鮮
諸
港
視
察
員
」・「
南
北
満
洲
視
察
員
」
の
二
つ
に

分
か
れ
て
実
施
さ
れ
、
釜
山
で
解
散
し
て
い
た
。
視
察
の
行

程
を
記
し
た
地
図
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
さ
に
、
京
都

府
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
結
び
つ
け
る
内
容
だ
っ
た
。
こ
の

調
査
の
目
的
が
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
三
月
に
完
成
し

た
舞
鶴
港
の
活
用
の
た
め
で
あ
る
こ
と
も
『
実
業
視
察
報
告

書
』
に
は
記
さ
れ
て
い
た
。

佛
教
大
学
図
書
館

　

最
初
に
佛
教
大
学
のBIRD

（
学
術
情
報
の
収
集
や
論
文

な
ど
の
作
成
の
た
め
の
佛
教
大
学
図
書
館
の
サ
イ
ト
の
略
称
）

で
新
聞
の
検
索
サ
イ
ト
で
あ
る「
聞
蔵
」（『
朝
日
新
聞
』）と「
ヨ

ミ
ダ
ス
」（『
読
売
新
聞
』）で「
京
都
」と「
浦ウ
ラ
ジ
オ塩

」・「
裏
塩
」・「
浦

潮
」
を
入
れ
て
検
索
す
る
。
明
治
期
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

か
ら
京
都
に
た
く
さ
ん
の
ロ
シ
ア
人
が
観
光
に
来
て
い
た
り
、

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
京
都
府
の
舞
鶴
や
宮
津
が
整
備

さ
れ
、
ロ
シ
ア
極
東
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
の
記
事
を
多
数
、

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
同
様
に
調
べ
て
み
る
と
『
露
領
浦ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

塩
斯
徳
北
朝
鮮
南
北
満

洲
実
業
視
察
報
告
書
』（
以
下
『
実
業
視
察
報
告
書
』）
が
大

正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
二
月
一
日
に
京
都
で
出
さ
れ
て
い
た
。

私
の
研
究
に
と
っ
て
な
ん
と
も
魅
力
的
な
題
名
の
史
料
で
あ

る
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
史
料
の
題
名

と
書
誌
情
報
が
分
か
る
だ
け
で
、
史
料
そ
れ
自
体
は
見
ら
れ

な
い
。
国
立
国
会
図
書
館
の
書
籍
や
史
料
の
閲
覧
は
大
き
く

三
つ
に
分
か
れ
る
。
第
一
は
、
国
立
国
会
図
書
館
内
で
し
か

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
同
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
第
二

の
な
か
で
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館
送
信
）

に
加
入
し
て
い
る
大
学
や
公
立
図
書
館
の
端
末
で
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
実
業
視
察
報
告
書
』
は
、
第
三
に
該

当
す
る
の
で
、
佛
教
大
学
図
書
館
の
専
用
端
末
で
閲
覧
す
る

と
、
私
の
研
究
に
使
え
そ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
総
合
カ
ウ
ン

タ
ー
の
参
考
調
査
に
複
写
を
お
願
い
す
る
と
、
す
ぐ
に
対
応

し
て
く
れ
て
史
料
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
も
イ
メ
ー
ジ

図書館を活用する
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ウラジオストック

は
じ
め
に

　
「
図
書
館
を
活
用
す
る
」
と
題
し
て
、
私
が
佛
教
大
学
の
図

書
館
を
中
心
に
ど
の
よ
う
に
図
書
館
を
利
用
し
て
い
る
の
か

を
記
す
こ
と
に
な
っ
た
。図
書
館
に
は
、た
く
さ
ん
の
本
が
あ
っ

て
そ
れ
を
使
っ
て
研
究
や
教
育
を
す
る
、
と
い
う
の
が
「
図

書
館
を
活
用
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
至
極
、
当
然
の
こ

と
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
私
が
ど
の
よ
う
に
研
究
し
て
き
た
の
か
を
記
す

こ
と
が
、
こ
の
難
問
に
応
え
る
唯
一
の
方
法
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
私
の
専
門
を
少
し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
、
歴
史
学
部
の
日
本
近
代
史
の
教
員
で
あ
る
が
、
一
九

世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
国
際
関
係
史
を
専
門
に
し

て
い
る
。
特
に
帝
政
ロ
シ
ア
と
日
本
の
関
係
を
中
心
に
研
究

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
函
館
や
新
潟
と
ロ
シ
ア
極
東
─
特
に

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
─
と
の
関
係
や
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
（
ア

ラ
ス
カ
）
が
一
八
六
七
年
に
ロ
シ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
売
却
さ

れ
た
こ
と
で
日
本
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
な

ど
で
あ
る
。

　

現
在
は
、
関
西
地
域
、
と
り
わ
け
京
都
府
や
大
阪
府
と
ロ

シ
ア
極
東
と
の
関
係
を
研
究
し
て
い
る
。
こ
の
『
常
照
』
の

読
者
は
、
京
都
府
や
大
阪
府
と
ロ
シ
ア
極
東
の
関
係
？
と
お

考
え
の
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
私
が
佛
教
大
学
の
図
書
館
を
利

用
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
に
研
究
し
て
い
る
の
か
を

記
す
こ
と
で
「
図
書
館
を
活
用
す
る
」
の
責
を
果
た
し
た
い
。
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新
聞
』
を
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
で
調
査
す
る
。
こ
こ

で
も
関
係
記
事
を
多
数
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
最

も
注
目
さ
れ
た
の
は『
京
都
日
出
新
聞
』の
大
正
二（
一
九
一
三
）

年
八
月
十
八
日
付
の
「
朝
鮮
及
北
陸
視
察
」
と
題
し
た
記
事

で
あ
る
。そ
れ
ら
が「
舞
鶴
港
浚
渫
後
に
於
け
る
港
湾
の
利
用
」

の
た
め
、
と
あ
り
「
朝
鮮
」
視
察
が
『
実
業
視
察
報
告
』
に

繋
が
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
さ
ら
に
「
朝
鮮
」
視
察
だ

け
で
な
く
、「
北
陸
」視
察
も
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
北

陸
」
視
察
は
、『
京
都
日
出
新
聞
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
八
月

二
二
日
に
開
始
さ
れ
九
月
七
日
の
舞
鶴
で
終
了
し
、
こ
こ
で

解
散
に
な
っ
て
い
た
。「
朝
鮮
」
視
察
と
「
北
陸
」
視
察
の
関

係
を
思
案
し
な
が
ら
次
の
段
階
に
進
む
。

国
立
国
会
図
書
館

　
「
実
業
」
を
手
掛
か
り
に
今
度
は
商
工
会
議
所
の
史
料
に
ア

ク
セ
ス
す
る
。
京
都
商
工
会
議
所
の
『
京
都
商
業
会
議
所
半

年
報
』
は
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
無
い
の
で
、
雄
松

堂
書
店
が
全
国
の
商
工
会
議
所
の
報
告
書
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
し
た
『
本
邦
商
業
会
議
所
資
料
』
か
ら
探
す
こ
と
に

し
た
。
こ
の
目
録
か
ら
『
京
都
商
業
会
議
所
半
年
報
』
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
を
特
定
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の

「
遠
隔
複
写
」
で
目
次
の
複
写
を
依
頼
し
た
。

　
『
京
都
商
業
会
議
所
半
年
報
』
に
は
、
視
察
に
関
係
す
る
記

事
は
な
か
っ
た
も
の
の
『
実
業
視
察
報
告
』
が
上
梓
さ
れ
た

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
、
北
陸
鉄
道
富
直
（
富
山
―
直

江
津
）
線
が
四
月
一
日
に
開
通
し
、
京
都
に
と
っ
て
画
期
と
な

る
年
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
京
都
商
工
会
議
所
は
、
京

都
府
・
福
井
県
・
新
潟
県
と
の
関
係
の
強
化
の
た
め
に
十
月

十
七
日
と
十
月
十
八
日
の
二
日
に
わ
た
っ
て
金
沢
市
・
高
岡

BIRD
 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ

　

最
後
は
先
行
研
究
で
あ
る
。
佛
教
大
学
のBIRD

の
ジ
ャ

パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
で
調
べ
る
。
京
都
府
や
大
阪
府
と
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
の
関
係
に
つ
い
て
は
最
初
に
調
べ
て
い
た
が
、
朝
鮮

半
島
と
舞
鶴
の
関
係
は
念
頭
に
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
視
点

か
ら
先
行
研
究
を
探
し
て
み
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
舞
鶴
が
軍

都
だ
っ
た
の
で
、
軍
港
研
究
の
一
環
と
し
て
研
究
が
な
さ
れ
て

い
た
。
原
田
敬
一
氏
が
編
集
し
た
『
地
域
の
な
か
の
軍
隊
４

　

近
畿　

古
都
商
都
の
軍
隊
』（
吉
川
弘
文
館
）
や
坂
根
嘉

弘
氏
が
編
集
し
た
『
軍
港
都
市
史
研
究
』（
清
文
堂
）
の
諸
論

文
が
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
実
施
さ
れ
た
朝
鮮
視
察
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
た
が
、『
実
業
視
察
報
告
書
』
は
考
察
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
東
方
」
を
「
支
配
す
る
」

と
い
う
意
味
を
付
さ
れ
た
港
湾
都
市
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

が
繁
栄
し
て
い
た
要
因
の
一
つ
は
、
こ
の
港
が
自
由
港
、
す
な

わ
ち
輸
入
品
に
課
税
し
な
い
、と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
自
由
港
制
が
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
三
月
に
廃
止
さ

れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
前
年
の
日
韓
併
合
と
相
ま
っ
て
環
日
本

海
、
と
り
わ
け
満
洲
と
の
通
商
を
視
野
に
入
れ
た
対
外
貿
易

の
た
め
に
日
本
海
沿
岸
の
ど
の
港
を
拠
点
に
す
る
の
か
が
問

題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、舞
鶴
港
が
明
治
四
五（
一
九
一
二
）

年
三
月
に
完
成
し
て
注
目
さ
れ
、
さ
ら
に
北
陸
鉄
道
富
直
線

の
開
通
や
朝
鮮
半
島
の
京
元
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

よ
り
、
環
日
本
海
の
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。

「
図
書
館
を
活
用
す
る
」
と
は
？

　

私
は
「
は
じ
め
に
」
で
図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
っ

市
・
伏
木
町
・
富
山
市
・
直
江
津
市
・
長
岡
市
・
新
潟
市
の

商
工
会
議
所
・
企
業
関
係
者
を
一
六
九
人
招
待
し
晩
餐
会
と

談
話
会
を
開
催
し
て
い
た
。
こ
れ
は
『
京
都
日
出
新
聞
』
の

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
八
月
十
八
日
付
の
「
北
陸
」
視
察
が

富
直
線
の
開
通
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
た
。

再
び
佛
教
大
学
図
書
館

　

私
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
京
都
府
お
よ
び
大
阪
府
と

ロ
シ
ア
極
東
、
特
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
と
の
関
係
を
念
頭

に
史
料
を
収
集
し
た
が
、『
実
業
視
察
報
告
書
』
を
読
み
返
し

て
み
る
と
、ロ
シ
ア
極
東
は
「
浦
塩
港
」
と
「
ニ
コ
リ
ス
ク
市
」

の
二
都
市
な
の
に
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
「
清
津
」・「
鏡
城
」・

「
羅
南
」・「
城
津
」・「
西
湖
津
」・「
咸
興
」・「
元
山
」
の
七
都

市
が
、
満
洲
に
つ
い
て
は
「
哈
爾
賓
」・「
長
春
」・「
奉
天
」
の

三
都
市
の
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
主
眼
は

ロ
シ
ア
極
東
で
は
な
く
、
朝
鮮
半
島
や
満
洲
な
の
で
は
な
い

か
？
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
朝
鮮
関
係
の
雑
誌
を
検
索
す
る
。『
朝
鮮
総

督
府
月
報
』
と
い
う
朝
鮮
総
督
府
の
報
告
書
が
基
本
史
料
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
欠
本
が
多
数
あ
っ
た
。

　

佛
教
大
学
の
図
書
館
は
朝
鮮
関
係
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、

検
索
し
て
み
る
と
全
冊
揃
っ
て
い
た
。
書
庫
で
確
認
す
る
と
、

一
九
八
九
年
に
ソ
ウ
ル
の
高
麗
書
店
か
ら
影
印
版
で
復
刻
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
。『
実
業
視
察
報
告
書
』
が
出
さ
れ
た
大
正

二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
『
朝
鮮
総
督
府
月
報
』
の
「
調
査
資

料
」
と
い
う
項
目
に
「
朝
鮮
ト
浦ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク

鹽
斯
徳
及
敦
賀
舞
鶴
間
貿

易
状
況
」
が
五
回
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
末
尾
に
「
元

山
税
関
長
調
査
」
と
あ
り
、
朝
鮮
半
島
の
元
山
の
税
関
で
作

成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
・

て
、
そ
れ
を
使
っ
て
研
究
や
教
育
を
す
る
、
と
い
う
の
が
「
図

書
館
を
活
用
す
る
」
こ
と
で
あ
る
、
と
記
し
た
。
し
か
し
、

私
は
図
書
館
で
本
を
あ
ま
り
借
り
ず
に
研
究
を
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
は
、
蔵
書
量
は
た
し
か
に
重
要
で
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
評
価
さ
れ
な
く
な
る
で
あ

ろ
う
。
研
究
者
や
学
生
の
多
様
な
関
心
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
に
、
研
究
と
教
育
に
必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
整
備
す
る
と

と
も
に
図
書
館
の
連
携
を
上
手
く
構
築
し
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
の
新
聞
記

事
文
庫
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
が
持
っ
て
い
る
独

自
の
資
源
─
佛
教
大
学
の
場
合
に
は
佛
教
関
係
な
ど
の
貴
重

書
で
あ
る
が
─
の
「
知
」
の
形
成
に
対
す
る
貢
献
度
が
評
価

さ
れ
る
時
代
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
新
聞
記
事
文
庫

　

視
察
の
目
的
か
ら
も
、
そ
し
て
な
に
よ
り
題
名
が
『
実
業

視
察
報
告
書
』
と
あ
り
、「
実
業
」
に
か
か
わ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
の
新
聞
記
事
文
庫
で
検

索
を
試
み
た
。
こ
の
新
聞
記
事
文
庫
は
経
済
関
係
を
中
心
に

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
植
民
地
期
の
『
台
湾
日
日
新
聞
』
や

『
京
城
日
報
』
な
ど
も
検
索
で
き
、
さ
ら
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し
た

原
紙
と
活
字
に
復
刻
し
た
も
の
も
閲
覧
で
き
る
画
期
的
な
サ

イ
ト
で
あ
る
。『
実
業
視
察
報
告
書
』
が
出
さ
れ
た
大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
は
、舞
鶴
の
記
事
が
多
数
、収
録
さ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
五
月
十
二
日
と
五
月
十
三

日
の
二
日
に
わ
た
っ
て
「
竣
工
せ
る
舞
鶴
築
港
」
を
掲
載
し
、

京
都
・
大
阪
・
神
戸
か
ら
「
北
鮮
」・「
浦
塩
」
へ
は
敦
賀
よ

り
も
舞
鶴
が
有
利
だ
と
報
じ
、『
中
外
商
業
新
報
』
の
二
月
三

日
付
の
「
舞
鶴
記
念
博
覧
会
」
と
い
う
記
事
か
ら
京
都
府
知

事
の
大
森
鐘
一
が
会
長
と
な
り
、
京
都
・
大
阪
・
神
戸
の
商

工
会
議
所
の
協
力
を
得
て
「
舞
鶴
築
港
記
念
大
博
覧
会
」
が

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
こ

の
大
博
覧
会
は
「
舞
鶴
築
港
記
念
全
国
物
産
博
覧
会
開
設
趣

意
書
」
に
よ
れ
ば
、
舞
鶴
築
港
の
完
成
事
業
と
し
て
「
本
邦

製
品
ノ
進
歩
」
を
示
し
て
、販
路
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
「
舞

鶴
港
ヲ
世
ニ
紹
介
ス
ル
」
目
的
で
企
画
、
実
施
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

　

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
の
新
聞
記
事
文
庫
で
『
実
業
視
察

報
告
』
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
前
後
の
状
況
も
分
か
っ

て
き
た
の
で
、
さ
ら
に
京
都
で
出
さ
れ
て
い
た
『
京
都
日
出

敦
賀
・
舞
鶴
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

明
治
四
三
（
一
九
一
○
）
年
の
日
韓
併
合
と
二
年
後
に
開
通
予

定
の
京
元
鉄
道
（
京
城
―
元
山
）
に
よ
る
貿
易
の
拡
大
が
予

想
さ
れ
る
な
か
で
日
本
海
沿
岸
の
ど
の
都
市
と
直
通
航
路
を

形
成
す
る
の
か
を
問
題
に
し
て
い
た
。「
朝
鮮
ト
浦
鹽
斯
徳
及

敦
賀
舞
鶴
間
貿
易
状
況
」は「
舞
鶴
ヲ
選
ム
ハ
最
モ
至
当
ナ
リ
」

と
明
記
し
て
い
る
。
日
韓
併
合
後
の
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
て
有

力
港
湾
の
一
つ
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
元
山
は
舞
鶴
と
の
関
係
を

希
求
し
て
い
た
。

図書館を活用する ―日本とロシアを紐解くデジタル・コレクション―
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は
じ
め
に

　

今
回
紹
介
す
る
新
収
資
料
は
、
浄
土
宗
の
伝
法
（
浄
土
宗

の
教
え
の
相
伝
）
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
一
人
前
の
僧
侶
と
な

る
た
め
の
儀
式
で
使
用
さ
れ
る
『
真
葛
伝
語
』、
在
家
信
者
に

相
伝
す
る
際
の
儀
式
で
使
用
さ
れ
る
『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』

（『
浄
業
信
法
訣
』
の
一
部
）、
そ
し
て
相
伝
に
用
い
ら
れ
る
書
・

伝
書
で
あ
る
『
三
巻
書
』
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
前
に
、
少
し
長
く
な

り
ま
す
が
、
浄
土
宗
に
お
け
る
僧
侶
養
成
の
制
度
と
、
そ
の
変

遷
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

浄
土
宗
の
僧
侶
養
成
制
度
と
そ
の
変
遷

　

浄
土
宗
の
僧
侶
と
な
る
た
め
に
は
、
伝
宗
伝
戒
道
場
（
加
行

道
場
）
に
入
行
し
、
宗
脈
と
戒
脈
の
相
伝
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
在
も
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
の
制
度
は
、
浄
土
宗
第

七
祖
了
誉
聖
冏
上
人
（
一
三
四
一
―
一
四
二
〇
、
以
下
、
祖
師

の
敬
称
を
略
す
）
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
「
五
重
相
伝
」
が
基

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

聖
冏
は
、
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
か
ら
浄
土
宗
第
二

祖
聖
光
（
一
一
六
二
―
一
二
三
八
）、
第
三
祖
良
忠
（
一
一
九
九

―
一
二
八
七
）、
さ
ら
に
良
忠
の
弟
子
た
ち
を
経
て
伝
え
ら
れ

た
浄
土
宗
の
教
え
に
つ
い
て
、
法
然
『
往
生
記
』、
聖
光
『
末

代
念
仏
授
手
印
』、良
忠
『
領
解
末
代
念
仏
授
手
印
抄
』
を
「
三

巻
書
」
と
し
、
そ
れ
ら
の
注
釈
書
と
し
て
「
七
巻
書
」
を
自
ら

著
し
（
聖
冏
は
四
部
五
巻
の
み
。
一
部
二
巻
は
良
忠
の
著
作
）

伝
書
と
し
ま
し
た
。
五
重
相
伝
と
は
、
そ
の
「
三
巻
七
書
」
の

う
ち
、
法
然
・
聖
光
・
良
忠
の
著
作
と
中
国
の
曇
鸞
（
四
七
六

―
五
四
二
）『
往
生
論
註
』
を
加
え
た
五
種
の
書
物
に
合
計

五
十
五
箇
条
か
ら
な
る
口
伝
の
条
目
（
伝
目
）
を
制
定
し
、
そ

れ
ら
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
浄
土
宗
の
教
え
を
相
伝
す
る
制

度
の
こ
と
で
す
。

　

聖
冏
の
創
始
し
た
五
重
相
伝
は
、
百
十
四
日
間
か
け
て
行
う

も
の
で
し
た
。
最
初
の
一
週
間
は
前
行
と
し
て
、
念
仏
・
誦
経
・

礼
拝
・
懺
悔
を
行
い
、
次
の
一
週
間
は
、
そ
れ
ら
の
実
践
を
し

つ
つ
、
三
巻
七
書
の
講
読
と
、
関
連
す
る
伝
目
（
四
十
四
箇
条

も
し
く
は
五
十
箇
条
）
の
相
伝
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
百

日
間
か
け
て
「
浄
土
三
部
経
」
や
善
導
の
著
作
「
五
部
九
巻
」

な
ど
、
浄
土
宗
の
教
え
に
つ
い
て
説
く
書
物
の
講
読
を
行
い
ま

し
た
。そ
し
て
、最
終
日
に
は
授
戒
の
儀
式
と
残
り
の
口
伝（
十
一

箇
条
も
し
く
は
五
箇
条
）
の
相
伝
が
行
わ
れ
、
晴
れ
て
一
人
前

の
浄
土
宗
僧
侶
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
増
上
寺
第
三
世
の
音
誉
聖
観
（
一
四
一
四
―

一
四
七
九
）
は
、
戦
乱
な
ど
の
社
会
状
況
を
考
え
て
制
度
を
改

革
し
、
期
間
の
短
縮
を
図
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
百
日
間

の
「
浄
土
三
部
経
」
な
ど
の
講
義
を
、
入
行
前
の
平
素
の
修
学

と
し
て
省
略
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
は
全
く
同
じ
で
、
最
初
の

浄
土
宗
伝
法
書
三
種

仏
教
学
部
仏
教
学
科
教
授　

曽
和 

義
宏

新
収
資
料
紹
介

一
週
間
は
念
仏
・
誦
経
な
ど
の
実
践
、
次
の
一
週
間
で
三
巻
七

書
と
伝
目
の
相
伝
、
最
終
日
に
は
授
戒
と
残
り
の
伝
目
の
相
伝

が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
世
の
中
の
乱
れ
は
収
ま
ら
ず
、
更
に
改
革
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
改
革
は
、
増
上
寺
第
九
世
道
誉
貞
把

（
一
五
一
五
―
一
五
七
四
）
と
第
十
世
感
誉
存
貞
（
一
五
二
二
―

一
五
七
四
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

五
重
相
伝
を
初
学
者
向
け
の
浅
学
相
承
と
、
学
問
を
深
め
た

者
向
け
の
碩
学
相
承
に
分
け
ま
し
た
。
そ
し
て
五
十
五
箇
条
の

伝
目
の
う
ち
、
重
要
な
数
箇
条
を
選
抜
し
て
相
伝
す
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
浅
学
相
承
を
受
け
る
者
に
は
、
ま
ず
自
分
の
念

仏
信
仰
を
確
立
す
る
た
め
の
伝
目
を
相
伝
し
ま
し
た
。
そ
し
て

碩
学
相
承
を
受
け
る
者
に
は
、
他
者
を
教
化
す
る
た
め
の
伝
目

を
相
伝
し
ま
し
た
。
こ
の
方
式
の
制
度
を
「
箇
条
伝
法
」
と
呼

び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
選
抜
し
た
伝
目
を
「
五
重
自
証
門
伝
」「
宗
脈
化

他
門
伝
」
と
呼
び
ま
す
、
道
誉
貞
把
は
五
重
五
箇
条
と
宗
脈

九
（
あ
る
い
は
八
）
箇
条
と
し
、
感
誉
存
貞
は
五
重
九
箇
条
と

宗
脈
五
箇
条
を
相
伝
す
る
と
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
は
、

創
始
者
の
名
前
を
取
っ
て
「
道
誉
流
」「
感
誉
流
」
と
呼
ば
れ

ま
す
。
そ
し
て
感
誉
流
伝
法
の
解
釈
書
が
『
真
葛
伝
語
』
で
す
。

　

こ
の
箇
条
伝
法
は
江
戸
期
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
従
来
の
制
度
の
伝
法
（
本
来
の
五
重
相
伝
）
は
、「
大

五
重
」
ま
た
は
「
総
五
重
」
と
称
し
て
、
江
戸
時
代
に
浄
土
宗

の
僧
侶
養
成
を
担
っ
た
関
東
十
八
檀
林
に
お
い
て
、
数
年
に
一

度
開
筵
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
二
年
に
五
重
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
現

在
は
宗
脈
（
と
戒
脈
）
の
相
伝
を
も
っ
て
、
一
人
前
の
浄
土
宗

僧
侶
と
な
り
ま
す
。

　

　

こ
の
僧
侶
を
対
象
と
し
た
制
度
と
は
別
に
、
檀
信
徒
に
向
け

て
浄
土
宗
の
教
え
を
相
伝
す
る
儀
式
も
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
は

「
結
縁
五
重
」「
化
他
五
重
」「
在
家
五
重
」
な
ど
と
称
さ
れ
る

も
の
で
す
が
、
現
在
は
こ
ち
ら
を
「
五
重
」「
五
重
相
伝
」
と

称
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
結
縁
五
重
は
、
文
明
七
年
に
三

河
大
樹
寺
の
勢
誉
愚
底
（
一
四
四
四
―
一
五
一
六
）
が
、
岡
崎

城
主
松
平
親
忠
に
相
伝
し
た
こ
と
が
最
初
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

以
下
、
三
種
の
新
収
資
料
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
い
た
し

ま
す
。

『
真
葛
伝
語
』

　
『
真
葛
伝
語
』
は
、
前
述
の
よ
う
に
感
誉
流
伝
法
の
解
釈
書

で
あ
り
、
僧
侶
に
対
す
る
伝
目
と
そ
の
解
説
で
す
。
京
都
嵯
峨

正
定
院
の
得
誉
立
道
（
一
七
五
五
―
一
八
三
六
）
に
よ
っ
て
著

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
訳
が
眞
柄
和
人
、

高
津
晴
生
、
武
田
真
享
『
嵯
峨
正
定
院
立
道
著
『
真
葛
傳
語
』』

（
佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
令
和
二
年
三
月
）

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
り
ま
す
。

　

新
収
の『
真
葛
伝
語
』は
、内
題『
真
葛
伝
語
』（
五
重
九
箇
条
）、

『
真
葛
伝
語
』（
宗
脈
五
箇
条
）、『
都
部
五
重
巻
物
端
書
口
訣
』

か
ら
成
り
ま
す
。
五
重
九
箇
条
は
前
述
の
浅
学
相
承
（
五
重
自

証
門
伝
）
の
伝
目
と
そ
の
解
説
、宗
脈
五
箇
条
は
碩
学
相
承
（
宗

脈
化
他
門
伝
）
の
伝
目
と
そ
の
解
説
で
す
。

　
『
都
部
五
重
巻
物
端
書
口
訣
』
と
は
、
聖
冏
が
創
始
し
た
本

来
の
五
重
相
伝
の
、
第
五
重
の
伝
書
の
詞
書
（
曇
鸞
『
往
生
論

註
』
の
一
部
）
と
、
そ
れ
に
対
す
る
立
道
の
解
説
で
す
。
箇
条

伝
法
の
開
始
以
前
は
、
五
重
相
伝
の
最
終
日
に
第
五
重
に
つ
い

て
の
伝
目
が
相
伝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
箇
条
伝
法
に
な
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『真葛伝語』
写真右より、「五重九箇条」「宗脈五箇条」『都部五重巻物端書口訣』。「五
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体で書写されている。加行伝法書に改編される前の形式を残している。



る
と
伝
目
の
相
伝
が
な
く
な
り
、
大
五
重
も
定
期
的
な
開
催
は

無
か
っ
た
よ
う
な
の
で
、
第
五
重
の
解
説
が
失
わ
れ
か
ね
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
第
五
重
に
は
十
念
に
関
す
る
伝
目
が
含
ま

れ
、
そ
れ
は
箇
条
伝
法
や
結
縁
五
重
で
も
相
伝
す
る
重
要
な
要

素
で
も
あ
り
、
か
つ
宗
脈
相
伝
を
受
け
た
僧
侶
が
渡
さ
れ
る
譜

脈
に
も
詞
書
だ
け
は
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
立
道
は
後
学
の

た
め
に
解
説
を
施
し
た
の
で
す
。

　

新
収
『
真
葛
伝
語
』
の
五
重
九
箇
条
と
宗
脈
五
箇
条
は
漢

字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
、『
都
部
』
は
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

眞
柄
和
人
氏
の
解
題
で
は
、立
道
没
後
の『
真
葛
伝
語
』写
本
は
、

漢
字
カ
ナ
体
か
ら
漢
文
体
に
改
変
補
足
さ
れ
、
ま
た
明
治
期

に
京
都
で
も
伝
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
円
頓
口
訣
」

と
「
副
口
伝
」
が
追
加
さ
れ
加
行
伝
法
書
に
改
編
さ
れ
て
い
っ

た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
収
『
真
葛
伝
語
』
は
、
立
道
存
命
中
の
形
式
で
あ
る
こ
と

や
、眞
柄
氏
が
本
来
の
『
真
葛
伝
語
』
と
推
測
す
る
形
式
―
「
五

重
九
箇
条
」「
宗
脈
五
箇
条
」『
都
部
』
の
み
の
構
成
―
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
立
道
生
存
中
の
写
本
を
書
写
し
た
も
の
と
推
測
で

き
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』

　

こ
の
資
料
は
、
外
題
が
無
く
、
墨
付
き
の
最
初
に
「
侍
者

厳
読
白
旗
制
状
」
と
あ
り
ま
す
の
で
『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』

と
い
う
書
名
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、内
容
は
隆
円
（
一
七
五
九

―
一
八
三
四
）
の
『
浄
業
信
法
訣
』
の
一
部
で
す
。

　
『
浄
業
信
法
訣
』
は
、
結
縁
五
重
に
お
い
て
在
家
者
に
浄
土

宗
の
教
え
を
伝
え
る
際
の
解
説
書
で
す
。『
浄
土
伝
灯
宗
要
』（
宗

書
保
存
会
、
大
正
七
年
）
に
は
全
五
巻
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』
に
は
、
そ
の
中
の
巻
三
「
道

場
伝
法
分
」
と
、
巻
四
「
密
室
相
承
分
」
の
み
が
書
写
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

伝
宗
伝
戒
道
場
や
結
縁
五
重
で
は
、
最
後
に
浄
土
宗
の
教
え

の
口
伝
を
相
伝
す
る
「
正
伝
法
」
と
い
う
道
場
を
設
え
ま
す
。

こ
の
正
伝
法
は
、
前
伝
と
後
伝
の
二
回
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

前
伝
の
儀
式
と
伝
え
る
内
容
が
「
道
場
伝
法
分
」、
後
伝
の
儀

式
と
内
容
が
「
密
室
相
承
分
」
で
す
。

　

新
収
『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』
の
特
徴
は
、
書
名
と
な
っ
て

い
る
「
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
」
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。『
浄
土
伝
灯
宗
要
』
所
収
本
や
佛
大
所
蔵
本
を

見
る
と
、「
浄
土
真
宗
吉
水
正
流
安
心
相
承
法
要
式
」
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
順
序
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
「
鳴
鐘
」
か
ら

始
ま
り
、
受
者
の
入
堂
、
導
師
の
入
堂
と
い
う
次
第
の
み
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
導
師
入
堂
後
も
、
本
尊
に
向
か
っ
て
の
法
要
、

そ
の
後
の
導
師
の
転
座
、
侍
者
の
「
白
旗
制
状
」
奉
読
ま
で
次

第
の
み
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
「
道
場
伝
法
分　

儀

軌
九
則
」
と
し
て
九
箇
条
が
列
挙
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
目
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。「
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
」
は
そ
の
後
に

出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
「
侍
者
、
厳
か
に
白
旗
制
状
を
読
む
」

と
い
う
侍
者
へ
の
指
示
な
の
で
す
。
侍
者
の
奉
読
が
終
わ
る
と
、

受
者
が
制
状
を
守
る
と
い
う
誓
い
の
鉦
を
鳴
ら
し
ま
す
。
そ
の

後
に
導
師
が
受
者
に
向
か
っ
て
弁
（
説
法
）
を
始
め
る
と
い
う

次
第
と
、
そ
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
新
収
『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』
は
、
導
師
転
座

ま
で
の
次
第
は
書
写
さ
れ
ず
、
前
述
の
よ
う
に
い
き
な
り
「
侍

者
厳
読
白
旗
制
状
」と
い
う
次
第
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「
浄
土
真
宗
吉
水
正
流
安
心
相
承
伝
法
儀
軌
九
則
」
と
し
て
九

箇
条
が
列
挙
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
『
浄
土
伝
灯
宗
要
』
所
収

本
と
相
違
す
る
点
で
す
。
以
降
に
相
違
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
「
密
室
相
承
分
」
も
同
様
で
す
。
後
伝
で
は
、
導
師

が
先
に
入
堂
し
、受
者
が
後
に
入
堂
す
る
の
で
す
が
、新
収
『
侍

者
厳
読
白
旗
制
状
』
で
は
そ
れ
ら
の
作
法
に
つ
い
て
は
書
写
さ

れ
ず
、
導
師
の
弁
か
ら
が
書
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
相
違
が
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
と
、
新
収

『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』
は
、導
師
が
転
座
し
た
後
に
行
う
「
弁
」

の
手
控
え
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
導

師
が
入
堂
す
る
際
に
、
経
本
な
ど
の
書
物
を
手
に
持
っ
て
入
堂

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
導
師
の
席
に
予
め
置
い

て
お
き
、
導
師
が
そ
の
席
に
着
い
て
か
ら
使
用
す
る
の
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
席
に
着
く
以
前
の
作
法
に
つ
い
て
は
読
む
こ
と

が
な
い
の
で
、
書
き
記
す
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

新
収
『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』
は
、導
師
が
転
座
し
た
後
に
「
侍

者
が
厳
か
に
白
旗
を
読
む
」
部
分
が
先
に
書
写
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　
「
道
場
伝
法
分
」
で
は
、
こ
の
結
縁
五
重
の
道
場
が
開
か
れ

て
い
る
場
所
を
具
体
的
に
述
べ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

は
短
冊
を
貼
付
し
て
、
最
後
に
こ
の
新
収
『
侍
者
厳
読
白
旗
制

状
』
を
使
用
し
た
と
思
し
き
、
山
陰
地
方
の
某
寺
院
名
が
、
朱

筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
導
師
が
作
法
を
行
う
箇
所

や
補
足
説
明
も
、同
じ
筆
跡
の
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
実
際
の
結
縁
五
重
に
こ
の
資
料
は
使
用
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
単
に
『
浄
業
信
法
訣
』
を
書
写
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
受
者
に
対
し
、
導
師
が
自
ら
の
言
葉
で
語
り
か
け

よ
う
と
努
め
た
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

『
三
巻
書
』

　

前
述
の
よ
う
に
、『
三
巻
書
』
は
浄
土
宗
の
伝
法
の
基
本
と

な
る
書
物
で
す
。
儀
式
で
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
僧
侶
と
な

る
際
や
、
住
職
が
結
縁
五
重
の
導
師
を
務
め
る
際
な
ど
に
、
自

身
の
勉
強
と
し
て
繰
り
返
し
読
む
書
物
で
す
。
新
収『
三
巻
書
』

は
、
恐
ら
く
は
義
山
版
に
よ
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
注
目
す
べ

き
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
書
き
込
み
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん

が
、
何
度
も
手
で
触
れ
た
跡
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
表
紙
見

返
し
に
は
、
こ
ち
ら
も
山
陰
地
方
の
某
寺
院
名
と
旧
蔵
者
名
が

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

こ
の
三
種
の
新
収
資
料
の
う
ち
、『
真
葛
伝
語
』
と
『
侍
者

厳
読
白
旗
制
状
』
は
同
筆
、『
三
巻
書
』
は
、
本
文
は
別
筆
で

す
が
、
奥
書
は
同
筆
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
同
じ
所
蔵

印
が
押
さ
れ
て
お
り
、『
侍
者
厳
読
白
旗
制
状
』
と
『
三
巻
書
』

は
山
陰
地
方
の
寺
院
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
地

に
て
檀
信
徒
教
化
の
現
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
推
測

で
き
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
稀
覯
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
浄
土

宗
伝
法
史
の
重
要
資
料
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。　
　

新収資料紹介　浄土宗伝法書三種

89

『侍者厳読白旗制状』
『浄土伝灯輯要』所収本では巻頭に置かれている「儀軌九則」

が一丁裏六行目より書写され（写真右）、「侍者厳読白旗制状」
が一丁表に書写されている（写真左）。

『三巻書』
『三巻書』の第二、聖光『末代念仏授手印』の巻頭。

曽
そ わ

和 義
よしひろ

宏
仏教学部仏教学科教授

1970 年兵庫県生まれ。1999 年佛教大学大学院
文学研究科博士後期課程満期退学。専門分野は
浄土学、中国浄土教。論文に「五十五箇条伝目
の相伝次第について」（『浄土宗学研究』第 43 号、
2016 年）、「薫誉在禅『大五重古今興廃次第』に
ついて」（『浄土宗学研究』第 44 号、2017 年）
などがある。
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大
学
は
知
の
複
合
体
で
あ
り
、
知
の

探
究
者
の
集
ま
り
で
あ
る
。
知
の
探
求

者
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
学
生
・
大
学

院
生
で
あ
り
、
教
員
で
あ
る
。
自
分
の

テ
ー
マ
を
深
め
る
た
め
に
専
門
書
や
論

文
を
渉
猟
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
を

探
索
す
る
。
し
か
し
、
時
に
疲
れ
、
ま

た
狭
い
範
囲
を
掘
り
続
け
る
だ
け
で

は
発
想
も
豊
か
に
な
ら
ず
、
行
き
詰
ま

る
。
そ
こ
で
、
あ
て
も
な
く
森
林
公
園

を
散
策
し
木
々
や
草
花
を
な
が
め
な
が

ら
気
分
を
切
り
替
え
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
文
献
の
森
を
散
策
す
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
。
図
書
館
の
な
か
で
、
な
ん

と
な
く
手
に
し
た
本
が
面
白
く
、
つ
い

読
み
込
ん
で
し
ま
う
経
験
、
専
門
の
本

の
周
辺
で
知
ら
な
か
っ
た
本
に
出
会
い

新
た
な
知
見
を
得
て
思
考
が
深
ま
っ
た

と
い
う
経
験
は
、
誰
に
も
あ
る
は
ず
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
、
目
的
を
も
っ
て
文
献
・
資

料
を
探
す
と
き
の
効
率
的
シ
ス
テ
ム
、

ま
た
特
段
の
目
的
も
な
く
本
の
森
を
歩

く
こ
と
が
で
き
、
思
い
も
か
け
な
い
知

に
出
会
う
場
、
そ
の
両
方
を
実
現
し
て

く
れ
る
の
が
大
学
図
書
館
で
あ
る
。
わ

た
し
は
、
大
学
図
書
館
と
は
知
の
森
林

公
園
と
考
え
て
い
る
。

　

誤
解
を
う
け
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
こ
と
が
拙
文
の
テ
ー
マ
で
は
な

い
。
こ
の
話
は
、
前
提
で
あ
る
。
大
学

に
お
け
る
知
の
探
究
者
は
学
生
・
院

生
、
教
員
だ
け
な
の
か
。
職
員
も
大
学

の
構
成
員
で
あ
り
、
知
の
探
究
者
の
一

人
で
あ
る
。
職
員
は
、
知
の
探
究
者
へ

の
「
支
援
」
が
主
な
仕
事
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
支
援
者
が

知
の
探
求
と
無
関
係
で
あ
る
は
ず
は
な

く
、
支
援
者
は
支
援
者
と
し
て
の
知
を

求
め
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
教
員
と
は

別
の
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
大
学

経
営
の
知
を
探
求
し
て
い
る
の
が
職
員

で
あ
る
。

　

今
後
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
大
学
経
営

が
迫
ら
れ
る
こ
と
は
、
だ
れ
が
考
え
て

も
わ
か
る
。
大
学
だ
け
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま

で
は
日
本
社
会
そ
の
も
の
が
持
続
性

や
安
定
か
ら
、
か
け
離
れ
た
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
私
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る

の
は
経
済
、
財
政
、
金
融
、
社
会
保

障
、
教
育
、
労
働
・
雇
用
、
農
業
、
産

業
な
ど
に
わ
た
る
新
自
由
主
義
改
革
の

結
果
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
が
、
そ

の
話
に
つ
い
て
は
、D

avid H
arvey

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
教
授
）
の

A Brief H
istory of N

eoliberalism
, 

2
0
0
5
年
、
（
渡
辺
治
監
訳
『
新
自

由
主
義
―
そ
の
歴
史
的
展
開
と
現
在
』

作
品
社
2
0
0
7
年
）
とG

eoffrey 

M
.H

o
d

g
so

n

（
元
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
準
教
授
）
のEconom

ics and 

U
topia:W

hy the learning econom
y 

is not the end of history,

1
9
9
9

年
（
若
森
章
孝
、
小
池
渺
、
森
岡
孝
二

訳
『
経
済
学
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
の
制
度
主
義
分
析
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
2
0
0
4
年
）
を
紹
介

す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

　

厳
し
い
状
況
の
な
か
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
大
学
経
営
に
は
「
政
策
」
と
「
戦

略
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
策
定
過
程

の
中
核
に
位
置
す
る
の
は
職
員
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
知
的
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も
図
書
館
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

大
学
組
織
と
そ
の
構
成
員
を
動
か
す

の
は
、
た
い
へ
ん
で
あ
る
。
各
構
成
員

は
独
自
の
志
向
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
で

集
団
的
な
意
思
を
示
す
時
も
あ
る
。
単

一
の
目
的
を
示
し
上
意
下
達
で
方
策
を

示
せ
ば
人
が
動
く
と
い
う
組
織
で
は
な

い
。
単
純
化
し
た
目
的
や
数
値
化
し
た

目
標
を
掲
げ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ

で
構
成
員
が
や
る
気
を
た
か
め
、
個
人

の
評
価
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
動
く
わ

け
で
は
な
い
。
ト
ッ
プ
が
強
烈
な
個
性

を
あ
ら
わ
に
し
て
、
大
き
な
権
限
を

振
り
か
ざ
し
て
改
革
を
断
行
し
、
成
果

主
義
で
人
を
動
か
す
こ
と
で
、
活
性
化

し
た
大
学
を
寡
聞
に
し
て
私
は
知
ら
な

い
。

　

と
は
い
え
、
大
学
は
バ
ラ
バ
ラ
な
個

人
の
寄
せ
集
め
の
場
で
は
な
い
。
目
的

を
共
有
し
、
役
割
と
任
務
を
分
担
し
、

相
互
の
共
同
性
を
も
ち
、
社
会
的
使
命

の
達
成
を
追
及
す
る
教
職
員
の
働
き
に

よ
り
変
化
発
展
す
る
組
織
で
あ
る
。
固

定
的
で
不
変
の
組
織
で
は
な
い
。
た
だ

し
、
変
化
発
展
の
原
点
と
な
り
、
舵

の
軸
と
な
る
の
は
「
建
学
の
理
念
」
、

「
建
学
の
精
神
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
大
学
経
営
に
は
「
保
守
」
と

「
革
新
」
が
同
居
し
、
両
者
が
内
在
的

に
結
び
つ
く
。
保
守
性
に
根
差
し
た
革

新
性
、
刷
新
力
を
も
っ
た
伝
統
の
力
が

大
学
経
営
の
要
諦
で
あ
る
。
「
建
学
の

理
念
・
精
神
」
は
、
過
去
に
拘
泥
し
立

ち
止
ま
る
た
め
で
は
な
く
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
、
果
敢
に
教
学
や
学
生
支
援
の

新
た
な
段
階
に
取
り
組
む
創
造
的
経
営

を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
重
要
な

の
で
あ
る
。

　

知
の
複
合
体
の
多
様
性
を
生
か
し
大

学
を
経
営
す
る
た
め
に
は
、
独
自
の

「
政
策
」
と
「
戦
略
」
に
よ
っ
て
、
向

い
て
い
る
方
向
に
幅
が
あ
る
構
成
員
を

連
携
さ
せ
、
教
員
と
職
員
の
協
働
を
つ

く
り
、
こ
と
を
前
に
進
め
る
行
動
力
と

智
慧
を
教
職
員
が
持
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
ポ
イ
ン
ト
を
外
さ
ず
狙
い
を
定
め

て
大
学
を
運
営
す
る
基
軸
に
な
る
の
は

職
員
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
図
書
館
の

機
能
は
ど
う
か
か
わ
る
の
か
。

　

わ
た
し
の
専
門
は
福
祉
政
策
・
医
療

政
策
で
あ
り
、
高
等
教
育
や
大
学
政
策

が
専
門
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
き
、
図
書
館
に
求
め
る
こ
と
を
記
し

て
お
き
た
い
。

　

政
策
研
究
で
重
要
な
こ
と
は
、
歴
史

を
お
さ
え
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
近

代
以
降
の
世
界
と
日
本
の
歴
史
の
な
か

で
、
そ
の
政
策
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し

て
き
た
の
か
、
そ
の
た
め
の
文
献
・
資

料
は
不
可
欠
で
あ
る
。
あ
る
政
策
は
そ

の
内
部
に
固
有
の
制
度
的
技
術
を
蓄
積

し
、
同
時
に
矛
盾
や
問
題
点
も
蓄
積
し

続
け
る
。
経
済
・
社
会
の
変
動
や
政
治

（
権
力
）
の
影
響
を
受
け
変
化
す
る
。

人
権
思
想
に
よ
る
発
展
も
あ
る
し
、
分

断
・
排
除
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
変

質
・
後
退
と
い
う
局
面
も
あ
る
。

　

ど
こ
に
矛
盾
や
歪
み
が
あ
り
、
な
に

が
不
公
正
で
あ
り
、
ど
う
変
質
し
て
い

る
の
か
と
い
う
分
析
の
た
め
に
は
、
そ

の
政
策
の
人
権
保
障
上
の
目
的
、
市
民

の
立
場
か
ら
本
来
の
目
的
を
つ
か
む
必

要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
分
析
を
行
い
、

社
会
に
課
題
を
提
起
す
る
の
が
大
学
の

役
割
で
あ
る
。
高
等
教
育
政
策
の
専

門
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
、
高
等
教
育
政
策
に
つ
い
て
自
律
的

に
分
析
す
る
力
は
各
大
学
に
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
図
書
館
が
高
等

教
育
政
策
の
文
献
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

「
自
律
的
に
」
充
実
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

を
も
つ
こ
と
が
、
当
然
、
必
要
で
あ

る
。

　

政
策
研
究
者
は
、
政
府
の
改
革
の
解

説
・
紹
介
者
で
は
な
い
。
政
府
が
な
ぜ

こ
う
し
た
政
策
・
改
革
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
単
一
の
視
点

で
は
な
く
、
つ
ま
り
福
祉
・
医
療
政
策

で
あ
れ
ば
専
門
の
論
理
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
経
済
・
財
政
・
金
融
・
産
業
の

各
政
策
と
の
か
か
わ
り
か
ら
、
厚
生
労

働
省
の
意
図
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
財

社会福祉学部社会福祉学科教授

岡﨑 祐司

大学図書館は職員のためにもある

佐藤郁哉『大学改革の迷走』筑摩書房、
2019年

G.M.ホジソン『経済学とユートピア―社会経
済システムの制度主義分析』若森章孝、小池
渺、森岡孝二訳 ミネルヴァ書房、2004年

デヴィッド・ハーヴェイ『新自由主義―そ
の歴史的展開と現在』渡辺治監訳 作品
社、2007年
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務
省
、
経
済
産
業
省
の
ね
ら
い
か
ら
、

経
済
界
の
要
請
や
戦
略
か
ら
、
複
眼
的

に
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

れ
が
、
政
策
・
改
革
の
全
容
を
理
解
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

政
策
・
改
革
の
意
図
を
複
眼
で
と
ら

え
ず
、
い
か
に
適
応
す
る
か
と
い
う
受

け
身
の
対
応
を
続
け
て
い
く
と
、
思
考

力
は
弱
ま
り
組
織
は
力
を
奪
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
に
ど
う
対
応
す
べ
き
な
の

か
。

　

第
一
に
、
い
ま
の
政
策
と
は
ち
が
う

対
抗
構
想
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
あ

る
。
私
は
、
2
0
0
0
年
代
初
め
か
ら

社
会
保
障
・
社
会
福
祉
の
新
自
由
主
義

的
改
革
の
意
図
や
影
響
を
研
究
し
て
き

た
が
、
同
時
に
対
抗
構
想
を
「
新
し
い

福
祉
国
家
構
想
」
と
い
う
総
称
で
、
ま

た
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン

ス
を
変
え
る
運
動
の
た
め
に
集
団
的
研

究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
自
動
的
に
は

来
な
い
が
、
や
が
て
崩
れ
行
く
新
自
由

主
義
改
革
の
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し

て
の
政
策
構
想
を
提
起
す
る
こ
と
が
、

政
策
研
究
者
の
役
割
だ
と
考
え
て
い

る
。
専
門
外
だ
が
、
日
本
の
高
等
教
育

政
策
に
お
い
て
も
、
同
様
だ
と
考
え

る
。

　

第
二
に
、
改
革
に
対
す
る
批
判
的
立

場
か
ら
の
見
解
に
も
触
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
私
は
、
幸
か
不
幸
か
、
大
学
の
運

営
実
務
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
く
、
本

学
の
認
証
評
価
受
審
の
と
き
に
も
仕
事

を
し
、
他
大
学
の
認
証
評
価
の
仕
事
に

関
わ
る
機
会
も
あ
っ
た
。
学
科
申
請
の

作
成
の
手
引
き
書
や
大
学
評
価
の
文

献
、
大
学
審
議
会
の
答
申
を
と
に
か
く

読
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

本
当
に
面
白
い
と
思
っ
た
本
は
、
佐
藤

郁
哉
の
『
大
学
改
革
の
迷
走
』
（
筑
摩

書
房
（
ち
く
ま
新
書
）
、
2
0
1
9

年
）
で
あ
る
。

　

佐
藤
は
こ
の
10
数
年
進
め
ら
れ
て
き

た
一
連
の
大
学
改
革
の
問
題
点
を
指
摘

す
る
の
だ
が
、
改
革
メ
ニ
ュ
ー
に
受
け

身
で
精
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
大
学

現
場
の
実
情
を
と
り
あ
げ
、
大
学
が
主

体
性
や
自
覚
を
取
り
戻
す
重
要
性
を
指

摘
す
る
。
私
に
は
、
膝
を
打
つ
よ
う
な

指
摘
が
満
載
で
、
興
味
深
い
一
冊
で

あ
っ
た
。
大
学
教
育
、
大
学
改
革
に
関

し
て
は
、
推
進
の
文
献
と
批
判
的
に
検

討
す
る
文
献
の
対
極
を
み
て
お
く
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
る
。
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
、
迫
っ
て
く
る
力
が
強
け
れ

ば
強
い
ほ
ど
、
意
図
的
自
律
的
な
文
献

収
集
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分

が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
相
対
化
し
、
自

覚
的
に
思
考
す
る
た
め
に
必
要
な
の
で

あ
る
。

　

第
三
に
、
「
組
織
の
失
敗
」
に
注
目

す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学
経
営
の
文
献

も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
正
し
い
経
営

や
成
功
事
例
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、

「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」
こ
と
も
重
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
こ
と
は
福
祉
法
人
の
経
営
者
の

研
修
会
講
師
に
呼
ば
れ
る
な
か
で
、
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
ど
う
す
れ
ば

う
ま
く
い
く
の
か
」
、
「
う
ま
く
い
く

方
法
を
知
り
た
い
」
と
い
う
幹
部
職
員

は
多
い
が
、
職
場
の
分
析
が
で
き
る
人

は
少
な
い
。
職
場
分
析
の
た
め
に
、
つ

か
ん
で
ほ
し
い
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
金
の
動
き
、
職
場
で
行
き
交
う
情

報
と
そ
の
流
れ
、
人
と
人
と
の
関
係
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
空
間
の
使
い

方
と
動
線
な
ど
で
あ
り
、
何
よ
り
幹

部
自
身
が
職
場
で
何
を
ど
う
発
言
し
指

示
し
て
い
る
の
か
の
記
憶
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
職
員
の
本
心
を
含
む
話
な
の

で
、
職
場
の
全
て
を
つ
か
む
こ
と
は
難

し
い
が
、
足
元
を
分
析
す
る
情
報
が
少

な
く
記
憶
も
あ
い
ま
い
な
限
り
、
職
場

を
よ
り
よ
く
変
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
現
状
を
深
く
つ
か
み
、
視
点
・
着

眼
的
を
磨
き
、
時
系
列
で
こ
と
を
整
理

し
、
環
境
・
情
勢
を
把
握
し
、
推
理
や

分
析
的
思
考
の
力
を
高
め
、
自
分
自
身

が
人
を
動
か
す
言
葉
を
ど
う
出
す
か
、

そ
れ
が
経
営
者
や
幹
部
に
求
め
ら
れ

る
。

　

そ
の
中
で
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
自
分

た
ち
は
「
失
敗
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
観
点
が
、
経
営
に
は
必
要

で
あ
る
。
こ
の
点
で
私
が
良
い
本
だ
と

思
っ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
三
冊
で
あ

る
。

・
戸
部
良
一
、
寺
本
義
也
、
鎌
田
伸

一
、
杉
之
尾
孝
生
、
村
井
友
秀
、
野
中

郁
次
郎
『
失
敗
の
本
質
―
日
本
軍
の
組

織
論
的
研
究
』
（
中
央
公
論
新
社
（
中

公
文
庫
）
1
9
9
1
年
）

・
菊
澤
研
宗
『
改
革
の
不
条
理
―
日
本

の
組
織
で
は
な
ぜ
改
悪
が
は
び
こ
る
の

か
』
（
朝
日
新
聞
出
版
（
朝
日
文
庫
）

2
0
1
8
年
）

・
金
田
信
一
郎
『
失
敗
の
研
究
―
巨
大

組
織
が
崩
れ
る
と
き
』
日
本
経
済
新
聞

出
版
社
（
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
人
文
庫
）

2
0
1
7
年
）

　

こ
れ
ら
の
本
が
、
専
門
家
の
な
か
で

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
組
織
で
仕
事
を
し
て

い
る
人
が
読
む
と
、
は
っ
と
す
る
こ
と

が
多
い
は
ず
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
重
要
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
積
極
的
な
「
政
策
」
と
「
戦
略
」

を
打
ち
出
す
に
は
、
私
た
ち
に
は
、
そ

も
そ
も
戦
略
的
な
思
考
力
が
不
十
分
、

い
や
欠
け
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
書
店
に
並
ん
で
い
る

経
営
戦
略
の
本
を
読
ん
で
も
、
ハ
ウ
ツ

ウ
以
上
の
深
み
を
感
じ
た
こ
と
が
な

い
。
戦
略
の
本
で
優
れ
て
い
る
の
は
、

元
外
交
官
で
『
日
米
同
盟
の
正
体
』

（
講
談
社
新
書
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る

孫
崎
享
『
日
本
人
の
た
め
の
戦
略
的
思

考
入
門
―
日
米
同
盟
を
超
え
て
』
（
祥

伝
社
（
新
書
）
2
0
1
0
年
）
で
あ

る
。
孫
崎
は
、
米
国
従
属
の
ま
ま
で

国
際
情
勢
を
直
視
で
き
て
い
な
い
日
本

の
外
交
・
安
全
保
障
の
危
険
性
を
指
摘

し
、
日
本
周
辺
の
国
の
現
実
の
力
と
、

日
本
の
実
力
を
正
し
く
評
価
し
、
歴
史

を
直
視
し
、
自
律
的
に
憲
法
に
も
と
づ

き
良
識
あ
る
言
動
を
と
る
こ
と
こ
そ
真

の
安
全
保
障
だ
と
し
て
い
る
。
孫
崎

は
、
企
業
や
国
家
に
戦
略
を
論
じ
る
こ

と
の
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
だ
と
し
て
い
る
が
、
大
学
も
同
様
で

あ
ろ
う
。

　

大
学
図
書
館
が
、
大
学
の
「
戦
略
」

策
定
に
資
す
る
た
め
に
、
外
部
の
戦
略

の
専
門
家
か
ら
の
推
薦
に
よ
っ
て
文
献

や
資
料
を
収
集
し
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。
大
学
図
書
館
が
、
経
営
と
戦
略

を
練
る
職
員
を
支
え
る
た
め
に
、
学
内

か
ら
の
要
望
、
ま
た
外
部
か
ら
の
推
薦

も
含
め
て
必
要
な
文
献
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
つ
く
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
経
営
を
考
え
た

と
き
に
、
け
っ
し
て
お
か
し
な
話
で
は

な
い
と
私
は
思
う
。

　

職
員
が
勤
務
時
間
の
な
か
で
図
書
館

に
行
き
、
知
的
探
求
を
行
う
時
間
が
保

障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、

大
学
の
「
働
き
方
改
革
」
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
勤
務
時
間
外
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
本
の
森
林
公
園
を
散
策
す

る
時
間
が
と
れ
る
労
働
条
件
改
善
も
必

要
で
あ
る
。
「
本
学
の
図
書
館
の
フ
ロ

ア
や
読
書
室
に
は
、
職
員
さ
ん
も
け
っ

こ
う
い
る
ん
で
す
よ
」
、
そ
う
言
え
る

大
学
図
書
館
―
職
員
も
行
っ
て
み
よ
う

と
思
え
る
図
書
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

岡
おかざき

﨑 祐
ゆ う じ

司
社会福祉学部社会福祉学科教授
社会福祉学部長

〈研究課題〉　新自由主義の社会的影響と対抗構想及
び市民運動について
地域福祉・地域ケアと地方自治体の課題について

〈略歴〉　佛教大学大学院社会学研究科博士後期課程
満期退学、佛教大学社会学部専任講師、助教授を経て
現職

〈著書等〉　『老後不安社会からの転換 : 介護保険から
高齢者ケア保障へ　シリーズ新福祉国家構想 ; 6』 （福
祉国家構想研究会編　大月書店、2017 年）　『安倍医
療改革と皆保険体制の解体 : 成長戦略が医療保障を掘
り崩す』（共編著 大月書店、2015 年）など 孫崎享『日本人のための戦略的思考入門

―日米同盟を超えて』祥伝社、2010年
金田信一郎『失敗の研究―巨大組織が崩
れるとき』日本経済新聞出版社、2017年

菊澤研宗『改革の不条理―日本の組織で
はなぜ改悪がはびこるのか』朝日新聞出
版、2018年
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井友秀、野中郁次郎『失敗の本質―日本軍の組
織論的研究』中央公論新社、1991年



は
じ
め
に

　

佛
教
大
学
図
書
館
（
以
下
、
当
館
）
で
は
、
２
０
２
０

年
６
月
４
日
よ
り
新
た
な
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
開
始
し
た
。
本
シ
ス
テ
ム
は
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
安
定
性
と
先
進
性

か
ら
世
界
各
国
の
大
学
図
書
館
で
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が

当
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
た
ら
す
変
化
に
つ
い
て
述
べ

る
と
こ
ろ
と
し
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
型
図
書
館
シ
ス
テ
ム
―Alm

a

　

当
館
に
お
い
て
、
今
回
導
入
し
た
ク
ラ
ウ
ド
型
図

書
館
シ
ス
テ
ム
は
、「Alm

a

」
と
い
う
製
品
で
あ
る
。

当
館
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
「BIRD

」
に
お
い

て
、
２
０
１
１
年
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
「
お
気
軽

検
索
」
と
同
じ
く
、
米
国ProQ

uest

社
の
一
部
門
で

あ
るEx Libris

が
提
供
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
早
稲
田
大
学
、
慶
應
義

塾
大
学
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
全
世
界
で

は
１
５
０
０
以
上
の
大
学
図
書
館
で
使
用
さ
れ
て
お

り
、
世
界
標
準
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い

る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、G

m
ail

な
ど
と
同
じ
く
、
安
定

し
た
運
用
が
期
待
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま

で
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
は
サ
ー
バ
を
図
書
館
内
に
設

置
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
学
内
の
工
事
や
法
定
点

検
と
い
っ
た
際
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
が
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
た
こ
と

で
こ
う
い
っ
た
時
間
を
考
慮
す
る
必
要
は
ほ
ぼ
な
く

な
っ
た
。
ま
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
、
米
国
やEU

の
厳
し
い
基
準
を
ク
リ
ア
す
べ

く
、ISO

/IEC–27001

、27018

、27017

、22301 
G

D
PR

と
い
っ
た
国
際
標
準
規
格
に
準
拠
し
た
設
計
と

な
っ
て
お
り
、
信
頼
性
は
非
常
に
高
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
型
図
書
館
シ
ス

テ
ム
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
電

子
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
ウ
ェ
ブ
上
で
世
界
的
に
展
開
さ

れ
る
製
品
と
の
親
和
性
が
高
く
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
管
理
や
運
用
が
行
い
や
す
い
と
い
う
特
性
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
図
書
館
ご
と
に
サ
ー
バ
を

設
置
す
る
図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
が
難
し
い
分

野
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

の
利
点
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、Alm

a

の
よ
う
な

ク
ラ
ウ
ド
型
図
書
館
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
図
書
館

シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
機
能
を
数
多
く
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
で
は
「
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
名
前
で
呼
ば
れ
る
機
会
が
増
え

て
い
る
。

豊
か
な
書
誌
情
報
の
利
用

　

当
館
に
お
け
るAlm

a

の
導
入
は
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
ひ
と

つ
に
、
従
来
か
ら
の
「
蔵
書
検
索
（O

PAC

）」
機
能

が
「
お
気
軽
検
索
」
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
状
で
はBIRD

に
お
い
て
、「
蔵

書
検
索
（O

PAC

）」
と
い
う
ア
イ
コ
ン
を
選
択
し
て
、

検
索
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
お
気
軽
検
索
の
検
索
結

果
画
面
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
検
索
結
果
は
図
書
館
の
蔵
書
に
絞
り
込

ま
れ
た
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
蔵
書
検
索
機
能
が
な

く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
む
し

ろ
、
そ
の
逆
で
蔵

書
検
索
機
能
は
大

幅
に
強
化
さ
れ
て

い
る
。
一
例
を
示

そ
う
。

　

図
１
に
示
し
て

い
る
の
は
、“
紫

式
部
＂
と
い
う
単

語
で
、
蔵
書
検
索

を
行
っ
た
際
の
検

索
結
果
で
あ
る
。

先
頭
か
ら
３
件
の

図
書
の
書
誌
に
は

す
べ
て
“
あ
ら
す

じ
＂
が
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
お
気
軽
検

索
に
統
合
さ
れ
る

前
のO

PAC

に
お

い
て
も
、
書
誌
上

に
“
あ
ら
す
じ
＂
や
“
目
次
＂
が
表
示
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
検
索
の
対
象
と
し
て
機
能
し
て

は
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
表
示
さ
れ
て
い
て
も
図

書
の
検
索
に
は
使
え
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

ま
たAlm

a

以
前
に
も
、
お
気
軽
検
索
で
は
、
図
書
の

ク
ラ
ウ
ド
型
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
採
用
と
国
際
標
準
化

図
書
館
専
門
員　

飯
野 

勝
則

図 1 ＂紫式部 ” の検索結果
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中
身
を
検
索
す
る
機
能
を
提
供
し
て
い
た
が
、
こ
ち

ら
も
機
能
上
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。“
あ
ら
す

じ
＂
が
表
示
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
検
索
対
象
と

し
て
い
な
い
書
誌
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
今
回
のAlm

a

の
導
入
に
よ
っ
て
、
状
況
は

大
き
く
改
善
さ

れ
た
。
現
行
の

蔵
書
検
索
に
お

い
て
は
、Alm

a

上
で
管
理
さ
れ

て
い
る
“
あ
ら

す
じ
＂、
そ
し
て

“
目
次
＂
は
、
す

べ
て
図
書
の
検

索
対
象
と
し
て

機
能
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
、“
私
設

鉄
道
＂
と
い
う

単
語
で
蔵
書
検

索
を
行
う
と
図

２
の
よ
う
な
検

索
結
果
に
な
る
。

候
補
と
し
て
挙

が
る
書
誌
の
い

ず
れ
も
が
、
一
見

し
て
タ
イ
ト
ル

に
は
“
私
設
鉄
道
＂
と
い
う
単
語
を
含
ん
で
い
な
い
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、“
あ
ら
す
じ
＂
や
“
目

次
＂
の
中
の
“
私
設
鉄
道
＂
と
い
う
文
字
列
が
太
字
で

強
調
さ
れ
て
お
り
、
該
当
の
書
誌
は
こ
の
記
述
に
よ

り
検
索
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
４–

５
件
目
は
画
面
に
見
え
て
い
な
い
が
、
こ
ち

ら
は
“
目
次
＂
の
中
に
“
私
設

鉄
道
＂
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、Alm

a

導
入
前

のO
PAC

と
お
気
軽
検
索
の

検
索
結
果
が
図
３
と
図
４
で
あ

る
。
図
３
が
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
、
図

４
が
２
件
と
い
う
状
況
を
見
れ

ば
、Alm

a

導
入
に
よ
る
検
索

能
力
向
上
の
度
合
い
が
よ
く
わ

か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
お
気
軽
検
索
の
よ
う

な
、
図
書
館
で
利
用
で
き
る
電

子
コ
ン
テ
ン
ツ
を
幅
広
く
検
索

し
、
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
「
ウ
ェ
ブ
ス

ケ
ー
ル
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
・
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
う
が
、
蔵
書
検
索

機
能
を
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
統
合

す
る
動
き
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
図

書
館
シ
ス
テ
ム
の
台
頭
と
と
も

に
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て

い
る
。

デ
ジ
タ
ル
と
「
紙
」
の
融
合

　

Alm
a

が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
に
、
図

書
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
資
料
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し

て
作
成
し
た
デ
ジ

タ
ル
画
像
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
提
供
で

き
る
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
図
５
は

本
学
の
貴
重
資
料

『
洛
中
洛
外
図
屏

風
』
の
書
誌
詳
細

画
面
を
示
す
。

　

図
５
の
中
央
に

は
『
佛
教
大
学
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
』
に

て
公
開
さ
れ
て
い

る
『
洛
中
洛
外
図

屏
風
』
へ
の
リ
ン

ク
が
形
成
さ
れ
、

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で

該
当
の
画
像
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち

ろ
ん
「
貴
重
書
室
」

と
い
う
現
物
の
所
在
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

出
納
し
て
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
由
か
ら
簡
単
に
行
え
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
考

え
る
と
、
貴
重
資
料
の
書
誌
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
画
像

の
存
在
を
示
し
、
そ
こ
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス

図 2 “ 私設鉄道 ” の検索結果図 4 Alma 導入前のお気軽検索における “ 私設鉄道 ” の検索結果

図 5 『洛中洛外図屏風』の書誌詳細画面

図 3　Alma 導入前の OPAC における “ 私設鉄道 ” の検索結果

クラウド型図書館システムの採用と国際標準化
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で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
は
、
貴
重
資
料
の
保

存
と
利
用
者
の
利
便
性
の
確
保
と
い
う
点
で
、
大
き

な
意
味
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
貴
重
資
料
に
興
味
を
持

つ
多
く
の
利
用
者
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
ア
ク
セ
ス

を
す
る
だ
け
で
、
閲
覧
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
貴

重
資
料
の
書
誌
に
お
い
て

は“
解
題
＂
に
つ
い
て
記
述

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
先
の“
あ

ら
す
じ
＂
や“
目
次
＂
に
同

じ
く
、
お
気
軽
検
索
の
検

索
対
象
と
な
っ
て
い
る
。図

６
に『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』

の
書
誌
詳
細
画
面
で
表
示

さ
れ
る
“
解
題
＂
の
イ

メ
ー
ジ
を
示
し
て
お
く
が
、

Alm
a

導
入
前
のO

PAC

で

は
、
こ
の
よ
う
な
形
式
で

“
解
題
＂
を
書
誌
上
に
記
述

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
う
思
え
ば
書
誌
と

し
て
の
水
準
向
上
は
著
し

く
、
こ
の
よ
う
な
図
書
館
が
作
成
し
た
デ
ジ
タ
ル
画

像
が
、
貴
重
資
料
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
活
用
さ

れ
る
機
会
は
一
層
増
加
す
る
に
違
い
な
い
。
図
書
館

と
し
て
は
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

ク
ラ
ウ
ド
型
図
書
館
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
き
わ
め
て
大

き
な
潜
在
力
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
本
稿
で

は
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
、
日

本
の
大
学
図
書
館
行
政
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
国
立

情
報
学
研
究
所
が
、
２
０
２
２
年
度
以
降
に
中
央
で

の
運
用
を
想
定
す
る
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
、
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
導
入
が
調
査
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
複
数
の
図
書
館
を
対
象

に
し
て
デ
ー
タ
を
管
理
、
配
信
す
る
と
い
っ
た
高
度

な
機
能
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。

　

情
報
基
盤
の
変
更
は
時
に
地
味
に
見
え
る
が
、
一

方
で
社
会
や
利
用
者
に
与
え
る
影
響
は
大
き
な
も
の

が
あ
る
。
当
館
や
中
央
に
お
け
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
採
用
が
、
利
用
者
に
と
っ
て

よ
り
身
近
で
、
便
利
で
、
そ
し
て
先
進
的
な
サ
ー
ビ

ス
に
結
び
つ
く
よ
う
、
当
館
と
し
て
も
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
う
。

図 6　『洛中洛外図屏風』の書誌詳細画面に見える “ 解題 ”
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佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
事
業
活
動
報
告
　

2
0
1
9
～
2
0
2
0
年
度
前
半
期

2019年度

4
月	

学
術
情
報
検
索BIRD

の
利
用
説
明
会
を
開
催（
～
2
0
1
9
年
12
月
）。

	

特
設
サ
イ
ト「
英
語
多
読
の
す
す
め
」を
開
設
。

4
～
3
月	

企
画
展
示（
図
書
館
１
階
）　

新
規
購
入
し
た
日
本
お
よ
び
海
外
の
絵
本
と
、佛
教
大
学
教
育
後
援
会
の
援
助
金
に
よ
る「
日
本
の
こ
と
を
海
外
で
紹
介
で
き
る
本
」を

随
時
更
新
し
な
が
ら
展
示
。

7
月	

エ
ル
ゼ
ビ
ア
ジ
ャ
パ
ン
社
に
よ
る「Scopus

」（
2
0
1
7
年
度
新
規
導
入
）利
用
説
明
会
を
開
催
。

8
月	

図
書
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
・
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、貴
重
書
の
存
在
や
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

10
月	

図
書
館
報『
常
照
』第
66
号
を
発
行
。

11
月	

特
設
サ
イ
ト「
電
子
ブ
ッ
ク
活
用
ナ
ビ
」を
開
設
。

1
月 

佛
教
大
学
教
育
後
援
会
の
援
助
金
に
よ
り
、「SD

Gs

に
関
連
し
た
図
書
」を
電
子
ブ
ッ
ク
47
冊
、冊
子
体
図
書
94
冊
を
購
入
。

3
月	

図
書
館
の
サ
ー
バ
ー
機
器
、事
務
用
端
末
、閲
覧
室
検
索
用
端
末
の
更
改
を
実
施
。

	

浄
土
宗
文
献
室
資
料「
浄
土
宗
伝
道
教
化
資
料
」を
浄
土
宗
へ
移
譲
。

3
月
17
日	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
お
願
い
を
掲
出
し
、一
般
利
用
者
の
制
限
を
開
始
。

	

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト（
夜
間
返
却
口
）を
開
館
時
間
中
も
利
用
開
放
。多
目
的
学
習
室
、グ
ル
ー
プ
学
習
室
の
利
用
を
制
限
。

中
央
展
示
テ
ー
マ（
2
0
1
9
年
4
月
～
2
0
2
0
年
3
月
）

4
月	

桜

5
月	

江
戸
時
代
の
即
位
と
改
元

6
月	

名
所
図
会

7
月	

名
所
図
会

8
月	

名
所
図
会

9
月	

月
見

10
月	

西
国
巡
礼

11
月	

紫
野

12
月	

京
都
西
陣
吉
田
甚
兵
衛
家
文
書

1
月	

大
津
代
官
所
同
心
佐
久
間
家
文
書

2
月	

内
裏
図

3
月	

江
戸
時
代
の
活
字
本

教員著作紹介サイト

英語多読のすすめ

電子ブック活用ナビ
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佛教大学附属図書館報『常照』第 67 号をお届けします。
新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うキャンパス入
構禁止、春学期授業も遠隔授業へと変更。図書館も一
時の閉館、事前申請制による開館を経て、現在は一定
の利用制限のもと開館しています。一方でオンラインで
の利用はいつでも可能です。日々進化する図書館ポー
タルサイト、この機会にぜひアクセスしてみてください。

後 

記

佛教大学附属図書館の沿革と「成徳常照館」の由来

　

佛
教
大
学
附
属
図
書
館
は
、佛
教
大
学

の
前
身
佛
教
専
門
学
校
が
あ
っ
た
京
都
市

左
京
区
鹿
ヶ
谷
の
地
か
ら
、現
在
の
京
都

市
北
区
紫
野
に
移
転
し
た
１
９
３
４（
昭

和
９
）年
11
月
23
日
に
木
造
2
階
建
の
閲

覧
室
と
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
の

書
庫
を
竣
工
落
成
し
ま
し
た
。こ
の
図
書

館
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、佛
教
専
門
学
校

初
代
校
長
で
あ
る
土
川
善
澂
師（
浄
土
宗

大
本
山
知
恩
寺
68
世
住
職
）に
深
く
帰
依

さ
れ
た
篤
志
家
上
村
常
治
郎
氏
の
ご
遺
族

か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、１
９
６

３（
昭
和
38
）年
9
月
に
開
学
50
周
年
を

記
念
し
て
閲
覧
室
、書
庫
な
ど
が
増
築
さ

れ
、１
９
７
２（
昭
和
47
）年
4
月
に
は
、

開
学
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
地
上
5

階
地
下
1
階
建
で
、研
究
室
を
配
置
し
た

複
合
図
書
館
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。現
在

の
図
書
館
は
、開
学
80
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、同
窓
会
、鷹
陵
同
窓
会
な
ど
の

卒
業
生
、在
学
生
な
ら
び
保
護
者
、浄
土

宗
寺
院
を
は
じ
め
と
し
た
、本
学
有
縁
の

方
々
か
ら
の
多
大
な
寄
付
に
よ
っ
て
、１

９
９
５（
平
成
7
）年
1
月
に
着
工
し
１

９
９
７（
平
成
9
）年
4
月
に
竣
工
し
た
も

の
で
す
。地
上
5
階
地
下
2
階
建
で
１
０

０
万
冊
を
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
建
物
は
、

「
佛
教
專
門
學
校
附
属
圖
書
館
成
徳
常

照
館
之
記
」に
あ
る「
今
コ
コ
ニ
冠
ス
ル
所

ノ
成
徳
常
照
館
ノ
名
ハ（
中
略
）繙
書
ノ

士
專
ラ
徳
器
ノ
成
就
ニ
努
メ
テ
智
光
ヲ

常
照
ス
ル
」か
ら「
成
徳
常
照
館
」と
名
づ

け
ら
れ
、書
物
を
ひ
も
と
く
者
が
努
力
し

て
、立
派
な
人
格
者
と
な
り
、智
慧
の
光
を

い
つ
も
照
ら
す
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
木
額
は
佛
教
専

門
学
校
第
7
代
校
長
江
藤
澂
英
師（
浄
土

宗
大
本
山
善
導
寺
61
世
住
職
）に
よ
っ
て

撰
述
さ
れ
た
も
の
で
、現
在
は
図
書
館
1

階
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
じ
く

1
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
総
本
山

知
恩
院
に
あ
る
八
角
形
の
経
蔵「
転
輪
蔵
」

（
略
し
て
輪
蔵
）の
縮
小
複
製
は
、１
９
９

８（
平
成
10
）年
5
月
、図
書
館
開
館
1
周

年
を
記
念
し
て
、佛
教
大
学
同
窓
会
、鷹

陵
同
窓
会
、通
信
教
育
部
学
友
会
、教
育

振
興
会
か
ら
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。輪
蔵
は
、

1
回
転
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、一
切
経
を

読
誦
し
た
こ
と
と
同
じ
功
徳
を
得
ら
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

2020年度

4
月	

特
設
サ
イ
ト「
佛
教
大
学
教
員
著
作
紹
介
サ
イ
ト
・
先
生
の
書
い
た
本
」を
開
設
。

	

企
画
展
示（
図
書
館
１
階
）　
「
佛
教
大
学
教
員
著
作
紹
介
サ
イ
ト
・
先
生
の
書
い
た
本
」と
、佛
教
大
学
教
育
後
援
会
の
援
助
金
に
よ
る「SD

Gs

に
関
連
し
た
図
書
」を

随
時
更
新
し
な
が
ら
展
示
。

4
月
9
日	

キ
ャ
ン
パ
ス
内
へ
の
入
構
禁
止
に
伴
う
図
書
館
臨
時
休
館（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
）。

	

春
学
期
遠
隔
授
業（
キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
禁
止
）に
伴
い
、貸
出
期
間
延
長
、図
書
の
郵
送
返
却
受
付
を
開
始
。

	

図
書
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「BIRD

」利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
開
。

4
月
21
日	
「
春
学
期
図
書
館
利
用
に
つ
い
て
」を
掲
出
し
、送
本
貸
出
・
文
献
複
写
郵
送
提
供
を
開
始
。

6
月	
図
書
館
新
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
。

	

図
書
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「BIRD

」お
気
軽
検
索
と
蔵
書
検
索（O

PAC

）の
デ
ザ
イ
ン
を
統
合
。

	

図
書
館
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「BIRD

」の
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル（
新
シ
ス
テ
ム
対
応
）を
公
開
。

6
月
8
日	

キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
禁
止
期
間
中
の
図
書
館
制
限
開
館（
事
前
申
請
制
入
館
対
応
）開
始
。「
対
面
授
業
開
始
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン〔
学
生
向
け
〕」に
則
し
て
、感
染
防
止
策
を
講
じ
た
う
え
で
の
再
開
。

7
月
13
日	

キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
規
制
の
段
階
的
緩
和
に
伴
う
図
書
館
制
限
開
館（
事
前
申
請
制
入
館
対
応
）。

8
月
3
日	

対
面
授
業
の
実
施
お
よ
び
事
務
局
窓
口
業
務
の
再
開
に
伴
う
図
書
館
開
館（
事
前
申
請
不
要
）。

9
月
21
日	

秋
学
期
対
面
授
業
実
施
に
伴
う
図
書
館
の
開
館
。

中
央
展
示
テ
ー
マ（
2
0
2
0
年
4
月
～
9
月
）

4
～
8
月	

	

江
戸
時
代
の
活
字
本

9
月	

絵
巻
に
み
る
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
の
活
躍
─
頼
光
と
四
天
王

「佛教大学教員著作紹介サイト・先生の書いた本」展示

「SDGs に関連した図書」展示

新型コロナウイルス感染拡大防止のための
対策実施


